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Abstract 
A small size system of pre ~ and post ~ processing for two一dimensionalfinite element analysis is presented. It 
is emphasized to be able to use easily by students with a personal computer. The processing functions of the system 
are structural drawing with a small size CAD ; interactive mesh generation ; optimization of node number ; displaying 
of flux lines ; evaluation of coil inductances ; and so forth. 
1. まえがき















































































































(2) 既存データの読み込み 分割図を修正する時は 'loadJメニューを選択し，表示されるファ
イル一覧の中から，読み込みたい既存の分割図ファイルを指定して分割図を読み込む O




































要素を構成する 3つの節点をマウスで順に指定すると， 図3の様に指定した 3節点を頂点とする
一次三角形要素が作成される。要素構成節点は自動的に左回りに~ぴ変えられ記憶される。また
要素の削除も行なう事が出来る。
(5) 分割図の複写 回転電気機器など原点対称な物体の場合は節点・要素を第 1象現のみに作
成しておき， r1/4複写」メニューを選択する事により第 2，第 3，第4象現に対称な分割図が複
写される。これにより 1/4の労力で分割図が作成できる。
(6) 分割図の出力 必要により， Xyプロァターやプリンターへの分割図の出力が可能である。
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int NTERM [m] [g] 条件の種類mにおいて、グループgに
属する節点(喪蕪)の総数
int TERMG [m] [n] 条件の種頬mにおいて、節点(翼線)n
が属するグループの番号
double TERN [m] [g] 条件の種類mにおいて、グループgに
設定されている条件値









番号を最適化する O レベル 1の節点番号(起点となる節点の番号)を入力し，その節点の隣接節
点をレベル 2の節点とする。更にレベル 2の各節点の隣接節点をレベル 3とし，以下全ての節点






int DIRI [n] 節点nの属する既知節点グループの番号
int CURR [n] 要素nの属する通電要素グループの番号
int AIR [n] 要素nの材料を示す数値(空気=1，鉄=-1)
図-8 解析結果応用プログラムにおける







力データはMS~ DOSのテキスト形式のデータでー般のエディタでの編集が可能である O データ
の1行日はコメント行である O 既知節点は混乱を防ぐためにいくつかのブロックに分けて記述す




FEM解析計算プログラム (CULC) の出力データもMS~ DOSのテキスト形式のデータである。
1行日はコメント丈であり，その後に計算に用いた磁化特性曲線の種類が付加される O 全節点の
ポテンシャル値の後に入力ファイル名，演算時間，鉄心の材料定数，計算に用いるポテンシャル
修正値(増分δA) の最大値(最大誤差)が出力される O また，指定により全要素の磁束密度，
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00004 O. OOOOOOe+OOO 
5 6 7 8 
00002 3. OOOOOOe+OOO 
9 10 
00002 
00003 2. OOOOOOe+OOO 
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2.18412492561e+000 O.OOOOOOOOOOOe+OOO O.OOOOOOOOOOOe+OOO ポテンシャル
O.OOOOOOOOOOOe+OOO O.OOOOOOOOOOOe+OOO 3.00000000000e+000 の値
3. OOOOOOOOOOOe+OOO 
00001 









-2. 91585732138e+001 -L 11284670651e+00l 
・3.76498332305e+00l幽6.64408821714e+00l 
-3.1037243753ge+00l -8. 43272844711e+00l 
・5.82186840804e+001 -4.20450439632e+00l 
-5.04145257088e+00l 3. 3609683805ge+000 
一一一一一計算結果(CULCH 1992.3/18 )一一一一
load-file [h:huple. opt] 鎗尺=0.001 
(サンプルデータ)
TIME=1 [sec] / cul 5 times 
ERROR CHECK.= ON ( 3.103624e・016< 1. OOOOOOe・010) 
ERROR[ 1]=1. 730427e+000 
ERROR [ 2]=3. 142107e-001 
ERROR [ 3]=3. 127578e-003 
ERROR [ 4]=2. 111383e-Ol0 
ERROR [ 5]=3. 103624e幽016
←その他の情報
図ー10 出力データの一例
30 
パーソナル・コンピュータによる有限要素解析 プリ/ポスト処理システム
6.あとがき
大型コンピューターやワークステーション上で動作するプリ/ポスト処理を含む有限要素法解
析プログラムは存在するが，これを研究室レベルで使用するのは難しい。筆者らはシステム環境
としてパソコンを使用する事により，グラフイック画面やプロッタ一等の外部機器を活用しうる
プログラムの作成を容易に行うことが出来た。これらのプログラムにより，特に入力データ作成
段階で，分割図や入力した解析条件を視覚的に確認しながら作業を行う事ができ，信頼性の高い
データを飛躍的な速さで作成・変更できる様になった。また計算部分に限りワークステーション
を使用する事により，演算時間やデータ転送を含め全体として十分実用的なシステムを構築する
事ができ，作業能率が大幅に向上した。回転電気機器以外の解析に於いても，プリ/ポスト処理
システムの構築をパソコン上で行う事により，少ない労力でシステムを作成し，作業の大幅な能
率化，簡便化が図れると思われる。また，要素分割数が600程度の場合，あるいはOS2等を使用
するならばパーソナル・コンピューター上で行列計算を含めた全処理を行える様になり，試算的
な解析利用や教育用への利用が可能になると思われる。
31 
